
令和２年度実施分　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業　個別事業の成果及び評価等

臨時交付金
充当額

国・県補助
金

一般財源

1 単

地域の感染
状況等を踏
まえたきめ
細かい医療
提供体制等
構築事業
（保健福祉
課）

①新型コロナウイルス感染症感染拡大の防止
②③
■　1.発熱外来の設置経費（1施設）　　【計332,780円】
 内訳）　・ユニットハウス借上料　17,325円×12月＝207,900円
 ・電気引込手数料　80,000円
 ・スペアキー　2本×990円＝1,980円
 ・カーテン設置　3枚×14,300円＝42,900円
■　2.医療用マスク等の購入費　　【計866,580円】
内訳）　・医療用マスク　3,500枚×110円＝385,000円
 ・ｼｭｰｽﾞｶﾊﾞｰ50入　10P×6,930円＝69,300円
 ・ﾌｪｲｽｼｰﾙﾄﾞ　30×1,760円＝52,800円
 ・ﾀｲﾍﾞｯｸｽﾞﾎﾞﾝ　80×1,089円＝87,120円
 ・不織布キャップ　1箱×1,650円＝1,650円
 ・その他消耗品　270,710円
■　3.検温用体温計購入費　　【計200,750円】
内訳） ・非接触式体温計　2個×3,300円＝6,600円
 ・テルモ電子体温計　5本×2,530円＝12,650円
 ・非接触式体温計　15個×12,100円＝181,500円
■　4.マスク、消毒液等購入費　　【計5,307,293円】
内訳）　 ・立体マスク40,000枚×66円＝2,640,000円
 ・立体マスク（ｼﾞｭﾆｱ）7,500枚×77円＝577,500円
 ・三層構造ﾏｽｸ2,500枚入　4箱×96,250円＝385,000円
 ・三層構造ﾏｽｸ女性・子供用2,400枚入　2箱×139,920円＝279,840円
 ・オートディスペンサー　30個×3,300円＝99,000円
 ・ゴム手袋　120箱×2,090円＝250,800円
 ・ペーパータオル10箱×4,290円＝42,900円
 ・ディスクパーティション（窓あり)10枚×6,380円＝63,800円
 ・ディスクパーティション（窓なし）20枚×3,630円＝72,600円
 ・除菌ｳｴｯﾄﾃｨｯｼｭ10箱×6,930円＝69,300円
 ・ﾊﾝﾄﾞｿｰﾌﾟ　20本×3,960円＝79,200円
 ・ﾌｪｲｽｼｰﾙﾄﾞ　120枚入　50,000円
 ・手指消毒液500ｍｌポンプセット　600本×990円＝594,000円
 ・その他消耗品　103,353円
④村民・医療従事者等

R2.4.8
～

R3.3.31
R2.4補正 6,707,403 4,500,000 2,207,403

R2.4　発熱外来開設。
R2.5.1　村民1人あたり10枚
（子どもは50枚）のマスク配
布。
R2.12.25　手指消毒液全戸
配布。

不織布マスク、消毒液、非接
触体温計、使い捨て手袋、
フェイスシールド、防護服、
不織布キャップ、ハンドソー
プ、除菌シート等を購入。
品薄となっていたことから備
蓄用も含めて医療資材の確
保を定期的に行った。

①症状のある方が迅速に検
査を受けられることにより、
感染拡大の防止につなげる
ことができた。高齢者の多い
当村独自の取組を実施し、
安全な医療提供体制の構築
と、感染拡大防止に努めた。
②　-
③村内唯一の医療機関で発
熱外来を開設できたことで、
村民の利便性を図ることが
できた。感染状況を見極めな
がら品薄となっている物品の
配布を行い、感染拡大防止
に努めた。また、備蓄品も確
保することができた。

①感染状況に応じた物品の
確保
②発熱外来の継続。資材の
流通は回復したため、備蓄
品の在庫管理と更新を行う。

2 単

避難所にお
ける新型コ
ロナウイル
ス感染対策
事業
（総務課）

①避難所における新型コロナウイルス感染症感染拡大の防止
②③1.立体マスク購入費　192,500円（5000枚×38.5円）
　2.ワンタッチパーテーション購入費　1,856,250円（45張×41,250円）
④避難所利用者

R2.5.13
～

R2.6.30
R2.5補正 2,048,750 1,000,000 1,000,000 48,750

R2.5.21　ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ購入契約
締結
R2.5.21　マスク5,000枚納品
R2.5.25　県へ補助申請
R2.6.1　ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ45張納品
R2.6.2　補助決定　R2.6.17
補助事業完了報告
R2.6.30　補助事業実績報告

①避難所開設時の避難所内
における感染拡大リスクの
軽減
②　-
③避難所を開設することに
なった場合でも利用者の安
心、安全の確保のため、感
染症拡大防止対策が強化さ
れた。

①パーテーション以外にも避
難所環境の充実を図る必要
がある。
②令和2年、3年、4年度に避
難所開設訓練を行いパー
テーションを設置する訓練を
実施した。今後も防災訓練な
どで活用を図り、避難所開設
時にスムーズな設営ができ
るように努める。

3 単

昭和村プレミ
アム付商品
券発行事業
（産業建設
課）

①新型コロナウイルス感染拡大による影響を受けている村内事業者を
支援
②商品券発行事業補助金、商品券発行事業事務費補助金
③額面500円券を13枚綴りで5,000円で販売（1冊当たり1,500円のプレミ
アム付き）3,000冊を発行　450万円（プレミアム分1,500円×3,000冊分）
事務費分　50万円
④昭和村商工会

R2.6.22
～

R3.3.22
R2.5補正 5,000,000 5,000,000 0

R2.6.22　販売開始

R2. 9. 4　完売

R2.6.22～R2.12.21　利用期
間

①消費喚起効果　19,478千
円
②商品券換金総額　19,478
千円
③プレミアム率を30％に設
定したことで商品券が完売
し、消費者の購買意欲向上
に寄与した。地域経済の景
気刺激策として効果が高
かった。

①参加店の拡大
②商品券の電子化なども視
野に検討

4 単

事業継続支
援事業
（産業建設
課）

①緊急事態措置に基づき感染拡大を防ぐため、休業要請や短時間営業
への協力に応じた事業者が事業を維持継続するための支援を行う。
②③
休業要請に応じた村内の飲食業及び宿泊業を営む事業者への協力金
とし、宿泊業は限度額30万円、飲食業は限度額20万円を交付
昨年の売上総額を12月で割り、その2月分を限度額の範囲内で給付す
る。
宿泊業5店舗　133.4万円
飲食業5店舗　   100万円
④村内の宿泊業、飲食業の事業主

R2.6.26
～

R3.1.29
R2.6補正 2,334,000 2,330,000 4,000

R2.6.17　広報誌、ホーム
ページに申請情報公開
R2. 7. 1　申請受付開始
R3.1.20　広報誌、ホーム
ページにて再周知
R3.1.29　申請受付終了

①交付件数　10件／想定11
件
②交付決定件数を記録集計
③該当事業所の約9割の事
業所に交付し、事業再開・維
持継続の支援を実施でき
た。地域経済の回復に向け
た活動へと繋げる事ができ
た。

②休業等の要請の範囲が限
定的となってきたことやなど
から、令和2年度をもって終
了。今後は地域経済のさら
なる回復への取組を強化す
る必要がある。

5 単

事業再開・
継続支援事
業
（産業建設
課）

①村内の事業者が事業を再開及び継続するためたには、国から示され
た新しい生活様式に対応する必要があり、様々な経費が必要となること
から、事業再開及び継続に向けた支援を行う。
②③
村内に事業所がある法人及び個人事業主への支援金とし、限度額10万
円を交付
昨年の売上総額を12月で割り、その2月分を限度額の範囲内で給付す
る。
事業者数45件　4,331,000円
④村内に事業所がある民間事業主（宿泊業、飲食業の事業主を含む）

R2.6.26
～

R3.1.29
R2.6補正 4,331,000 4,330,000 1,000

R2.6.17　広報誌、ホーム
ページに申請情報公開
R2. 7. 1　申請受付開始
R3.1.20　広報誌、ホーム
ページにて再周知
R3.1.29　申請受付終了

①交付件数　45件／想定52
件
②交付決定件数を記録集計
③該当事業所の約9割の事
業所に交付。新しい生活様
式に対応したかたちでの事
業再開・維持継続の支援を
実施できた。地域経済の回
復に向けた活動へと繋げる
事ができた。

②事業の維持継続のために
非常に効果の高い事業で
あった。状況次第では事業
の継続を検討する必要があ
る。

6 単
事業継続支
援事業（産
業建設課）

①村内の認定農業者等が営農を継続するためには、国から示された新
しい生活様式に対応する必要があり、様々な経費が必要となることか
ら、営農継続に向けた支援を行う。
②③
認定農業者等に対し支援金を交付
認定農業者は一律　10万円
認定農業者に準ずる者及び人・農地プランに位置付けられている農業
者は一律　5万円
認定農業者　42人×10万円＝420万円
認定農業者に準ずる者及び人・農地プランに位置付けられている者16
人×5万円＝80万円
④村内の認定農業者及び認定農業者に準ずる者及び人・農地プランに
位置付けられている者

R2.9.3
～

R3.3.31
R2.8補正 5,000,000 5,000,000 0

R2.9.16　広報誌、ホーム
ページに申請情報公開
R2.10.1　申請受付開始
R3.3.17　広報誌、ホーム
ページで再周知
R3.3.25　申請受付終了

①58件／想定62件
②交付決定件数を記録集計
③離農する農家もなく、認定
農業者等が新しい生活様式
に対応して営農を継続する
ための支援を実施できた。

①コロナ禍の状況下で所得
額の低下が懸念される。継
続した支援ができればより効
果が高い。
②米価下落などの影響も予
想される。

No. 補/単
事業名

（担当課）

事業の概要（実績ベース）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業期間 予算措置
令和２年度
事業費(円）

実施状況又は実施経過

成果及び評価
①成果・効果
②成果・効果の測定方法
③評価

課題及び方向性
①課題等
②今後の方向性等

財源内訳

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に係る効果の検証等について

（単位：千円）

総事業費
地方創生

臨時交付金
国庫補助金 県補助金 村負担

146,056 134,023 1,800 1,000 9,233

57,074 55,890 0 0 1,184

令和２年度実施分

令和３年度実施分

〇本村の事業費

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、地方自治体が地域の実情に応じて、きめ細やかに必要な事業を実施でき
るよう国から交付されたものです。

　各地方自治体においては、事業終了後に交付金を活用して実施した事業の実施状況及びその効果について、公表することとなって
おり、公表は、ホームページへの掲載により、その内容を一般に閲覧できるようにするなど、透明性を持った手法で行うこととなってい
ます。

　このことから臨時交付金を活用した事業の実施状況及び効果の検証について公表するものです。



7 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（総務課）

①公共施設の新型コロナウイルス感染症対策として、玄関にＡＩ体温測
定顔認証端末の設置や会議室等では、冬期間密閉空間となるため、ウ
イルスを不活化させるオゾン脱臭機を配備する。
②AI体温測定顔認証端末、オゾン脱臭機の購入設置経費を交付対象経
費とする。
③ＡＩ体温測定顔認証端末　492,800円×12台＝5,913,600円
 ・オゾン脱臭機エアバスター　196,900円×34台＝6,694,600円
④公共施設（指定管理施設含む）　13施設
　 村役場、からむし会館（からむし振興室）、保健医療福祉総合センター
「すみれ荘」（保健福祉課）、村保育所、喰丸小（観光交流係）、村公民館
（教育委員会）、昭和小学校、 昭和中学校。
　 指定管理施設：しらかば荘、織姫交流館、からむし工芸博物館、苧麻
庵、田舎暮らし体験住宅

R2.8.26
～

R2.11.30
R2.8補正 12,608,200 12,600,000 8,200

R2.9.11　AI体温測定顔認証
端末及びオゾン脱臭機購入
契約締結
R2.10.30　オゾン脱臭機納品
小中学校の教室、保育室、
診療所待合室等へ配備
R2.11.30 AI体温測定顔認証
端末納品
公共施設等の玄関に配備

①ＡＩ体温測定顔認証端末
小中学校、公民館、役場、そ
の他公共施設　12台
　オゾン脱臭機　小中学校、
保育所、公民館、診療所、そ
の他公共施設　34台
②公共施設におけるクラス
ターの発生件数
③小中学校、公民館、役場、
その他公共施設において、
感染症対策に活用されてい
る。

①新型コロナウイルス感染
症の先行きが見えないた
め、今後のメンテナンスや故
障時の対応、更新など検討
していく必要がある。
②各施設の基本的な感染症
対策として機器の活用を継
続し、利用者の安心安全に
つなげていく。

8 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（教育委員
会）

①公民館和室を利用する際に除菌しやすい設備を導入するとともに、高
齢者も使用しやすい設備とする。
②和室用テーブル、イスの購入経費を対象経費とする。
③テーブル　57,200円×8台＝457,600円
 ・イス　22,000円×24脚＝528,000円
④村公民館

R2.12.16
～

R3.2.8
R2.8補正 985,600 980,000 5,600

R2.12.16 契約締結
R3.2.1ﾃｰﾌﾞﾙ8台、イス24脚
納品

①アルコール等での拭き取
り除菌が可能なテーブル・イ
スの設置による利用者に対
する安心の提供と感染防止
②　-
③利用者の安心、安全の確
保のため、感染防止対策が
強化された。

①今後も利用者が安心して
利用できる環境を確保して
いく必要がある。
②今後も検温や消毒、飛沫
防止、３密防止など感染症
予防対策に取り組む。

9 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（教育委員
会）

①公民館利用者への感染症防止のため、手洗い蛇口及び照明を非接
触型センサー式に改修、あわせてトイレ設備を改修する。
②センサー式手洗い蛇口、人感センサー式照明器具設置費用及びトイ
レ改修費を交付対象経費とする。
③センサー式手洗い蛇口　9カ所×99,000円＝891,000円
 ・人感センサー式照明器具設置　11カ所×29,960円＝329,560円
 ・洋式化トイレ改修　3カ所　1,568,853円
 ・便座クリーナー用ディスペンサー　7カ所　37,889円
 ・薬剤　7本　56,889円
④村公民館

R2.9.16
～

R3.3.29
R2.8補正 2,884,191 2,880,000 4,191

1階トイレ改修、センサー式
手洗い蛇口、人感センサー
式照明設置
R3.1.4契約締結
R3.2.1完了
2階トイレセンサー式手洗い
蛇口、人感センサー式照明
設置
R3.2.8契約締結
R3.3.15完了
ディスペンサー･薬剤
R2.10.15納品

①トイレ洋式化、非接触型照
明・手洗い設置による利用
者に対する安心の提供と感
染防止
②　-
③利用者の安心、安全の確
保のため、感染防止対策が
強化された。

①今後も利用者が安心して
利用できる環境を確保して
いく必要がある。
②今後も検温や消毒、飛沫
防止、３密防止など感染症
予防対策に取り組む。

10 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（教育委員
会）

①小学校の児童、教員及び公民館利用者の感染症防止のため、飛沫防
止のパーテーションを設置する。
②パーテーション購入費を交付対象経費とする。
③小学校パーテーション　50枚×6,600円＝330,000円
 ・公民館机上パーテーション　34台　330,022円
 ・公民館窓口カウンター　パーテーション　1台　52,008円
④昭和小学校、村公民館

R2.9.1
～

R3.3.31
R2.8補正 712,030 700,000 12,030

小学校ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ50枚
R2.10.16納品
公民館机上ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ34台
R3.3.26納品
公民館窓口ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾃｰｼｮ
ﾝ1台R2.10.5納品

①パーテーション設置による
小学校の児童、教員及び公
民館利用者に対する安心の
提供と感染防止
②　-
③小学校の児童、教員及び
公民館利用者の安心、安全
の確保のため、感染防止対
策が強化された。

①今後も利用者が安心して
利用できる環境を確保して
いく必要がある。
②今後も検温や消毒、飛沫
防止、３密防止など感染症
予防対策に取り組む。

11 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（教育委員
会）

①感染防止のため中止していた、村外講師による生涯学習事業をオン
ラインで再開し、村民に様々な講座を提供するための環境を整備する。
②プロジェクター及び接続機器購入費を交付対象経費とする。
③プロジェクター　１台　543,400円
 ・ノートＰＣ　1台　82,500円
 ・ブルーレイディスクプレーヤー　1台　13,200円
 ・ワイヤレスアダプター　1台　10,780円
 ・WEBカメラ　１台　5,500円
 ・無線LAN機器2台　20,460円
 ・USBスピーカー1台　14,080円
 ・設定費用　110,000円
④村公民館

R2.12.14
～

R3.2.8
R2.8補正 799,920 790,000 9,920

プロジェクター及び接続機器
一式R3.2.2納品

①プロジェクター及び接続機
器一式の導入による生涯学
習事業の活性化
②　-
③機器導入により、オンライ
ン講座の受講や研修会への
参加が可能となり安心して
講座を受講できるようになっ
た。

①今後も利用者が安心して
利用できる環境を確保して
いく必要がある。
②感染が拡大して集合での
参加が難しい場合でもオンラ
インで参加できるように、利
用者側の機器整備について
担当課と相談しながら進め
ていきたい。

12 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（教育委員
会）

①新しい生活様式を踏まえた給食センター運営のため、環境改善を行
う。
②冷風機、調理員服【清涼タイプ】の購入経費を交付対象経費とする。
③冷風機　2台×154,000円＝308,000円
 ・調理員作業服等　 106,810円
 ・作業靴 20,900円
 ・マスク 7,400円
 ・手袋　24,860円
④村学校給食センター、調理員

R2.9.14
～

R3.3.29
R2.8補正 467,970 400,000 67,970

冷風機2台R2.12.10納品
作業服、作業靴
R3.3.15納品
手袋R3.2.25納品
マスクR3.3.17納品

①冷風機設置及び衛生資材
等配置による従事環境の改
善と感染防止
②　-
③従事環境の改善及び感染
防止対策が強化された。

①今後も従事者が安心して
作業できる環境を確保して
いく必要がある。
②今後も検温や消毒など感
染症予防対策に取り組む。

13 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（教育委員
会）

①コロナ禍でのリフレッシュ空間として、また村民の健康増進を図る施設
である運動広場の水道及びトイレ設備の環境改善を行い、運動による村
民の免疫力向上を促進し、感染予防に繋げるとともに、利用者の利便性
を図る。
②水道及びトイレ設備の改修費を交付対象経費とする。
③水道施設改修費　1,156,520円
　 トイレ改修費　        480,280円
④村下平運動広場

R2.6.26
～

R2.10.30
R2.6補正 1,636,800 1,630,000 6,800

水道施設改修
R2.6.26契約締結
R2.8.21完了
トイレ改修
R2.9.1契約締結
R2.10.19完了

①トイレ改修等による利用者
に対する安心の提供と感染
防止
②　-
③利用者の安心、安全の確
保のため、感染防止対策が
強化された。

①今後も利用者が安心して
利用できる環境を確保して
いく必要がある。
②今後も感染症予防対策を
徹底した上で施設を提供し
ていく。

14 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（教育委員
会）

①新たな時代に相応しい教育実現に向け、小学校におけるＩＣＴ化促進と
円滑なオンライン環境を構築するため、電話回線を光回線に改修する。
②校内電話設備、回線改修費を交付対象経費とする。
③電話機器改修費　643,940円
　 回線改修費　 　　  96,580円
④昭和小学校

R2.8.25
～

R2.11.30
R2.8補正 740,520 740,000 520

電話機器改修
R2.8.25契約締結
R2.11.16完了
回線改修
R2.8.25契約締結
R2.10.19完了

①ＩＣＴ教育の促進を図るた
めの環境整備
②－
③回線改修により円滑に利
用できるオンライン環境が整
備された。

①今後も円滑に利用できる
よう保守管理が必要である。
②適正な保守管理に努め
る。

15 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（教育委員
会）

①小学校での感染症の予防及び感染リスクの低減を図るため、学校トイ
レの電気スイッチ及び手洗い用蛇口開栓を非接触型に改良する。
②人感センサー式電気照明設置及び手洗い蛇口を自動化する改修費
を交付対象経費とする。
③人感センサー式電気照明設置　6カ所×27,500円＝165,000円
　 非接触型蛇口設置　9カ所×99,000円＝891,000円
④昭和小学校

R2.10.1
～

R2.11.30
R2.8補正 1,056,000 1,050,000 6,000

人感センサー式電気照明及
び非接触型蛇口設置
R2.10.1契約締結
R2.11.30完了

①トイレ非接触型照明・手洗
い設置による利用者に対す
る安心の提供と感染防止
②-
③学校内の安心、安全の確
保のため、感染防止対策が
強化された。

①今後も安心して利用でき
る環境を確保していく必要が
ある。
②今後も検温や消毒、飛沫
防止、３密防止など感染症
予防対策に取り組む。

16 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（教育委員
会）

①中学校生徒や教員の感染予防を図るため、学校で使用する学習用具
を個別化する。
②学習用具の購入費を交付対象経費とする。
③組合せテーブル　70,400円×4台＝281,600円
・デジタルカメラ 　5台　119,890円
・アイロン　5,000円×6台＝30,000円
・ミシン　 52,580円×6台＝315,480円
④昭和中学校

R2.11.25
～

R3.1.18
R2.8補正 746,970 700,000 46,970

ｱｲﾛﾝ6台、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ5台
R2.12.25納品、組合せﾃｰﾌﾞﾙ
4台、ﾐｼﾝ6台R3.1.8 納品

①学習用具の個別化による
利用者に対する安心の提供
と感染防止
②-
③学校内の安心、安全の確
保のため、感染防止対策が
強化された。

①今後も安心して利用でき
る環境を確保していく必要が
ある。
②今後も検温や消毒、飛沫
防止、３密防止、機器類の消
毒など感染症予防対策に取
り組む。

17 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（保健福祉
課）

①保健医療福祉総合センター「すみれ荘」で実施する各種事業の感染
症予防の対策を行う。
②パーテーション、マウスシールド購入費を交付対象経費とする。
③長机用飛沫防止パーテーション　27枚　154,110円
 ・マウスシールド　500枚　57,750円
④保健医療福祉総合センター「すみれ荘」

R2.9.10
～

R2.10.16
R2.8補正 211,860 200,000 11,860

R2.9　デスクパーテーション
とマウスシ―ルドを購入

①すみれ荘窓口や会議時に
卓上パーテーションを設置
し、飛沫感染を防止した。
② -
③すみれ荘内の感染症対策
を図ることができた。マウス
シールドはマスクの方がより
効果的という見解が示され
たことから積極的な使用を控
えた。

①使用後の衛生管理に努め
る。
②適切に使用し、順次更新
を行う。

18 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（保健福祉
課）

①保育所内での感染症予防を図るため、トイレの増設・改修及び施設内
の安全対策を行う。
②トイレ増設、改修及びパーテーションなどの購入費を交付対象経費と
する。
③保育所トイレ改修工事費　1,849,104円
 ・給食室飛沫防止パーテーション  20枚×4,950円＝99,000円
 ・加湿器（各部屋）　5台×69,850円＝349,250円
④村保育所

R2.9.10
～

R3.3.31
R2.8補正 2,297,354 2,000,000 297,354

R2.9.16　デスクパーテーショ
ン20枚購入
R2.11.9　加湿器5台購入
R3.2.26　保育所トイレ改修工
事契約
R3.3.23　完成

①保育所内の感染症対策を
図ることができた。
② -
③特に給食時は飛沫感染リ
スクが増えるため、パーテー
ションを設置し、安全に提供
することができた。

①使用後の衛生管理に努め
る。
②適切に使用し、順次更新
を行う。

19 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（保健福祉
課）

①新しい生活様式を踏まえた業務環境の整備として、通信環境を整備
することにより職員の感染リスクの低減を図る。
②通信ネットワーク工事費及び機器購入費を交付対象経費とする。
③すみれ荘（保健福祉課）LGWAN接続工事費　1カ所　638,000円
・　〃　　タブレット　1台　195,800円
・　〃　　プロジェクター　1台　79,513円
④村保育所、保健医療福祉総合センター「すみれ荘」

R2.9.10
～

R3.3.31
R2.8補正 913,313 900,000 13,313

R2.10.19　保育所・すみれ荘
PC機器等修繕事業契約
R2.11.6　プロジェクター購入
R2.11.13　タブレット購入

①通信環境を整備したこと
で、自庁にて会議に参加で
きるようになり、感染リスクの
低減を図ることができた。
② -
③会議や研修のオンライン
化に早期に対応できた。ま
た、職員の移動に伴う感染リ
スクの低減と時間の削減に
もつながった。

①既存のネットワーク回線の
速度。Wi-Fi環境。
②必要物品を追加し、大人
数の会議等にも対応できる
ように環境を整備していく。



20 単

社会生活維
持関連事業
者の換気シ
ステム設置
応援事業
（保健福祉
課）

①感染症等の予防を図るため、特別養護老人ホーム「昭和ホーム」食堂
ホールの換気設備、冷房の対応を強化するため補助金を交付する。
②エアコン設置支援のための補助金を交付対象経費とする。
③エアコン（室内機4台、室外機2台）更新　補助金　5,610,000円
④社会福祉法人昭和福祉会「昭和ホーム」

R2.10.19
～

R3.1.12
R2.8補正 5,610,000 5,610,000 0

R2.10.23 補助申請書受理
R2.12.15 空調設備改修工事
完了
R3.1.4 補助金交付請求書受
理
R3.1.12 補助金支払

①利用者の共有スペースで
ある食堂の空調設備を改修
し感染防止策を強化した。
② -
③換気機能の向上による空
調設備機能の強化が図ら
れ、利用者の熱中症対策に
もつなげることができた。

①②機器の適正管理、及び
修繕対応を施設で実施。

21 単

ふるさとを遠
くで見守る応
援事業
（産業建設
課）

①新しい生活様式に伴い本村に帰省等ができない村出身者（県外在住
の方）を対象に、昭和村のふるさと産品を配布する。
②ふるさと産品の購入費及び発送経費を交付対象経費とする。
③特産品　5千円×186件＝930,000円
　　　送料　2千円×186件＝372,000円
　　　諸経費　　　　　　　　　　10,000円
　　　梱包発送作業委託料　290,000円
④村出身村外在住者

R2.11.18
～

R3.3.31
R2.8補正 1,602,000 1,500,000 102,000

R2.11.18　1次募集　広報誌、
ホームページで周知
R2.11.19～R2.12.18　受付期
間
R2.12.19～　特産品発送
R3.1.6　2次募集　広報誌、
ホームページで周知
R3.1.7～R3.2.19　受付期間
R3.2.20～　特産品発送

①159件
②申請者を記録集計
③村内各販売店で販売され
ている特産品の売上げ増加
に寄与したこと、送った特産
品を事業№25の通信販売事
業で購入するなど波及効果
があった。

②令和2年度限りの事業とす
る。

22 単

公民館パ
ワーアップ事
業
（教育委員
会）

①公民館図書室の蔵書を増やすことによって、村民及び子供たちの在
宅で過ごす時間を豊かなものにする。
②図書室側面用書架、図書購入費を交付対象経費とする。
③書架5段　3台×87,560円＝262,680円
　図書購入　79冊　149,920円
④村公民館

R2.9.16
～

R3.2.22
R2.8補正 412,600 400,000 12,600

書架3台R2.12.15納品、図書
79冊R3.2.22納品

①学校休校や緊急事態宣言
が出された場合において在
宅で豊かに過ごす多彩な本
の提供
②貸出数
　 令和2年度 380冊
　 令和3年度 422冊
③前年比　　 111％

①今後も定期的に図書を更
新していく必要がある。
②定期的に図書を更新する
ほか、レイアウトや企画など
工夫を凝らして運用してい
く。

23 単

避難所にお
ける新型コ
ロナウイル
ス感染対策
事業
（総務課）

①感染症対策で、避難所へ運搬する資材の量が増加したことにより、資
材を運搬する現在のワゴンタイプの車両では、荷物があまり積めないた
め、今まで以上の運搬回数が必要なことから、荷物が多く積めるバンタ
イプの車両へ更新及び感染症対策品などを収納ボックスにワンセットに
した形で整理収納することにより、手間なく迅速に避難所へ届けることが
でき、避難所開設がスムーズに行えるなど新型コロナウイルス感染対策
が強化される。
②棚、収納用品の購入費を交付対象経費とする。
③スチール棚　5台×55,100円＝275,000円
 ・収納ボックス　20箱×3,850円＝77,000円
 ・収納ボックス　10箱×3,520円＝35,200円
 ・車両　2台×2,530,000円＝5,060,000円
④村役場

R2.9.10
～

R3.2.22
R2.8補正 5,447,200 380,000 5,067,200

Ｒ2.9.29　スチール棚、収納
ボックス購入
Ｒ2.10.1　物品（貨物車両）購
入契約締結
Ｒ3.2.5　車両納品

①避難所開設にあたり、ス
ムーズな資機材の運搬に効
果が期待される。
②実証（訓練実施）
③新型コロナウイルス感染
症対策で避難所において
は、必要となる資機材が増
加しており、資機材の整理や
運搬車両の問題を避難所開
設訓練の実施により検証し、
効果が認められた。

①当初想定していた以上に
資機材が増加したため、保
管場所の問題が新たに発生
した。
②今後も防災訓練では避難
所開設訓練を取り入れなが
ら、スムーズに避難所開設
が行えるようにしていきた
い。また、避難所用資機材
の保管場所については、時
機を見て検証していく。

24 単

避難所にお
ける新型コ
ロナウイル
ス感染対策
事業
（保健福祉
課）

①福祉避難所の感染症予防のため、必要な資材を備蓄する。
②折り畳みベッド及びパーテーション購入費を交付対象経費とする。
③折り畳みベッド　10個×28,380円＝283,800円
・パーテーション3連　20枚×24,530円＝490,600円
④保健医療福祉総合センター「すみれ荘」

R2.9.10
～

R2.10.30
R2.8補正 774,400 700,000 74,400

購入実績
R2.9.17　折りたたみベッド
10台
R2.10.20　3連パーテーション
20台

①避難所開設時の避難所内
における感染拡大リスクの
軽減
②　-
③避難所を開設することに
なった場合でも利用者の安
心、安全の確保のため、感
染症拡大防止対策が強化さ
れた。

①パーテーション以外にも避
難所環境の充実を図る必要
がある。
②令和2年,3年,4年度に避難
所開設訓練を行いパーテー
ションを設置する訓練を実施
した。今後も防災訓練などで
活用を図り、避難所開設時
にスムーズな設営ができる
ように努める。

25 単

昭和村特産
品通信販売
事業
（産業建設
課）

①新しい生活様式を踏まえた地域経済の活性化を図るため、昭和村特
産品通信販売事業を道の駅からむし織の里しょうわに委託し、特産品を
仕入れ価格で通信販売する。
②委託料を交付対象経費とする。
③委託料の内訳
 ・販売手数料負担分（商品送料代引き含む）
  　565件分＝1,318,764円
 ・人件費　6,500円×54日＝351,000円
 ・梱包資材消耗品　　62,736円
 ・事務手数料15％　259,875円
④道の駅からむし織の里しょうわ

R2.9.15
～

R3.3.31
R2.8補正 1,992,375 1,900,000 92,375

R2.9.15 契約締結
R2.10.1 事業開始
R3.3.31 事業終了

①通信販売件数　565件／
想定600件
売上げ約240万円
②毎月件数を集計・売上げ
を集計
③コロナ禍で来村できないお
客様に販売でき売上げも事
業費以上にあったため非常
に効果があった。

①売上げの増加
②売上げが高く非常に効果
の高い事業であった。状況
次第では事業の継続を検討
する必要がある。

26 単

地域の名産
品魅力発信
事業
（産業建設
課）

①新しい生活様式を踏まえた地域経済の活性化を図るため、昭和村の
特産品を地域外に統一イメージＰＲ用として、商品紹介のＨＰ・動画制作
を委託し実施する。
②商品紹介のＨＰ・動画制作を委託する経費を交付対象経費とする。
③ECサイト開設（動画撮影含む）委託費　　1,592,250円
④-

R2.9.15
～

R3.3.31
R2.8補正 1,592,250 1,500,000 92,250

R2.9.15 契約締結
R2.10.1 事業開始R3.3.31 事
業終了

①道の駅の紹介動画を含め
た見やすいECサイトが出来
た。
②ECサイトからの購入申し
込み件数の集計
③ユーザーにとって使いや
すいECサイトが出来たと思
う。

①ECサイトの使用頻度を上
げる。
②ECサイトを活用した積極
的な通信販売戦略の構築

27 単

地域の名産
品魅力発信
事業
（からむし振
興室）

①新しい生活様式下での本村の特産品のからむしをＰＲするため、取扱
事業者が通信販売するためのHP作成を支援し、収束後に備えた取り組
みを実施する。
②HP作成支援の補助金を交付対象経費とする。
③カード決済機能を取組んだHP作成支援補助金　1,045,000円
④取扱事業者（奥会津昭和村振興公社）

R2.9.3
～

R3.3.15
R2.8補正 1,045,000 1,000,000 45,000

R2.9.2　取扱事業者より補助
金交付申請収受
R2.9.3　交付決定
R3.3.4　補助事業完了報告
及び実績報告
R3.3.5　補助金交付請求

①通信販売を可能にしたHP
を作成
②HP閲覧者からの問合せ件
数及びネット注文者数のカウ
ント
③当該事業所の公式HPに
からむし織紹介ページやか
らむし織販売ページを組み
込んだことにより、これまで
以上に広く「からむし」をPR
でき、問合せの増につながっ
た。

①-
②事業終了

28 単

花いっぱい
応援事業
（産業建設
課）

①特産のかすみ草をアレンジメントし、公共施設等に展示する。花で日常を彩る
ことで、ストレスの緩和や生産性を高める効果が期待できる。
②花の購入費、アレジメント及びオブジェ作成費、販促経費等を交付対象経費と
する。
③・中学校修学旅行かすみ草購入費　100本×82.5円＝8,250円
　・①販促ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ用かすみ草　100本×82.5円＝8,250円
　・②販促ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ用かすみ草　60本×275円＝①16,500円、90本×286円
＝②25,740円、150本×242円＝③36,300円、180本×308円＝④55,440円　　【合
計】①+②+③+④＝133,980円
　 ・③販促ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ用かすみ草　330本×218円＝71,940円
　 ・公共施設展示かすみ草購入費　2,200本×236.5円　520,300円
 　・公共施設展示備品購入費　一式　253,000円
　 ・公共施設展示消耗品費　一式 44,681円
　 ・新聞広告花束用かすみ草購入費　(100本×238.7円)+送料2,896円
＝26,766円
　 ・新聞ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ用かすみ草　（300本×246.4円）+送料7,240円＝81,160円
 　・敬老の日ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ用かすみ草　2,000本×261.8円＝523,600円
 　・敬老の日ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ用資材費　378世帯分　一式　393,250円
　 ・①PR用かすみ草　（550本×248.6円）+送料14,480円＝151,210円
　 ・②PR用かすみ草　（60本×203.5円）+(200本×247.5円)+送料7,240円＝
68,950円
   ・PR用備品購入費　一式　352,000円
　 ・ポスター製作費　A4　7,000枚×12.1円＝①84,700円、B2　3500枚×40.37円
＝②141,295円　【合計】①+②＝225,995円
　・昭和村ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌﾗﾜｰﾌｰﾄﾞｹｰｽ　10,000箱×30.14円＝301,400円
　・公共施設アレンジ委託費　2ヶ所×357,500円＝715,000円
　・公共施設オブジェ作成委託費　253,000円
  ・新聞広告委託費　726,000円
　・新聞広告花束作成委託費　33,000円
　・新聞花束プレゼント企画花束作成委託費　231,000円
　・新聞PR広告委託費　330,000円
  ・②販促イベント委託費　88,000円
　・敬老の日作成委託費　264,000円
  ・敬老の日講師謝礼　20,000円
④かすみ草生産者等

R2.8.12
～

R3.1.18
R2.8補正 5,824,732 5,800,000 24,732

R2.8.29～8.30　あいづサ
マースカイフェスかすみ草ア
レンジメントワークショップ出
店

R2.9.5　リオンドール会津ア
ピオ店での昭和かすみ草
フェア出店

R2.9.7　昭和中学校修学旅
行訪問先へかすみ草PR

R2.9.18　敬老の日合わせか
すみ草（アレンジメント）配布

R2.9.26　ふくしまフェスタ出
店

R2.10.7　福島県県庁・JA福
島ビルでの昭和かすみ草フ
ラワーアレンジメント展示

R2.10.18・R2.11.29　福島民
報広告掲載

R2.11.4　福島民友広告掲載

①かすみ草等購入代　約
316万円

②イベント毎のかすみ草購
入費を集計

③コロナ禍による冠婚葬祭
の減少によるかすみ草需要
減の状況下であったが、本
事業にて多くのかすみ草を
消費し、生産農家の所得向
上に寄与した。また、昭和か
すみ草を広くPRすることに成
功した。

②個人需要などが上昇傾向
となり、売上げも安定してき
たことから、令和2年度限り
の事業とする。



29 単

各種相談・
申請支援窓
口開設事業
（保健福祉
課）

①感染リスクが高い高齢者等の見守り体制を強化し、今抱える問題、フ
レイル対策等の早期発見・早期対応へつなげる。
②委託料を交付対象経費とする。
③安否確認職員委託料（内訳）　　２名（11月～3月）
　 ・訪問活動　　月16日×6時間×891円×5ヶ月×2名＝855,360円
 　・調整打合せ 月2回×3時間×891円×5ヶ月×2名＝53,460円
　 　　　　計　　　908,820円
　 ・事務手数料　　91,180円
　　　　　合計　1,000,000円
④高齢者要援護世帯

R2.11.2
～

R3.3.31
R2.8補正 1,000,000 1,000,000 0

R2.11.2　高齢者見守り支援
員　2名委託。
高齢者単身世帯を中心に訪
問。

①11月～3月で649件訪問。
連絡調整会議を月2回実施。
フレイルチェック57名実施。
②実施内容
③外出を控えている高齢者
の話し相手になるとともに、
健康状態の把握に努め、相
談を受けた内容を関係機関
に繋ぎ適切な支援に結びつ
けることができた。会議では
社協や包括と情報共有を行
うことができた。

①個々の要望に応じて適切
なサービスに繋げる。
②事業の継続。

30 単

遠隔・オンラ
イン学習の
環境整備、Ｇ
ＩＧＡスクール
構想への支
援事業
（教育委員
会）

①新たな時代に相応しい教育実現のため、中学校の遠隔・オンライン学
習に対応する放映機材及び編集機器を整備する。
②パソコンＷｅｂカメラ及び編集機器等の購入費を交付対象経費とする。
③パソコンWebカメラ　2台×29,040円＝58,080円
・動画編集ソフト　1セット　13,000円
・ビデオキャプチャー　1台　23,100円
・一眼レフデジタルカメラ　1台　100,000円
・三脚　2台　10,110円
④昭和中学校

R2.10.7
～

R3.3.1
R2.8補正 204,290 200,000 4,290

動画編集ソフトR2.10.27納
品、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ1台、三脚2台
R2.12.15納品、Webカメラ2台
R3.1.8納品、ﾋﾞﾃﾞｵｷｬﾌﾟﾁｬｰ1
台R3.2.18納品

①遠隔・オンライン学習実施
に向けた環境整備
②－
③感染症や災害等で学校が
休業となった際に、オンライ
ン授業等を実施することが
可能となった。

①オンライン授業等の実施
に向け教職員のＩＣＴ教育の
指導力向上を図る必要があ
る。
②ＩＣＴ支援員等のよる研修
会等を実施し指導力向上を
図る。

31 単

遠隔・オンラ
イン学習の
環境整備、Ｇ
ＩＧＡスクール
構想への支
援事業
（教育委員
会）

①新たな時代に相応しい教育実現に向け、小・中学校教育のICT化及び
オンライン学習用の学習支援ソフトを導入し、教職員に対する指導・研修
支援に人員を確保する。
②学習支援ソフトの導入(小学校：ジャストドリル)(中学校：すらら)費及びＩ
ＣＴ支援員の派遣費を交付対象経費とする。
③ジャストドリル 　・ライセンス料　34台×31,460円＝1,069,640円
　　　　　　　　　　　・初期費用＝130,900円
　 すらら　　　　　　・ライセンス料　13台×91,080円＝1,184,040円
　　　　　　　　　　　・初期費用　110,000円
　 　　　　　　　　　 ・支援員派遣 3日×33,000円＝99,000円
④昭和中学校・昭和小学校

R2.10.16
～

R3.3.29
R2.8補正 2,593,580 2,500,000 93,580

ジャススマイルトドリル
R2.10.16契約締結、
R2.12.1導入使用開始
すらら
R2.11.26契約締結、
R2.12.1導入使用開始
 支援員派遣(委託)R3.1.25契
約締結、R3.3.31完了

①ＩＣＴを活用した授業、家庭
学習環境の整備及びＩＣＴ教
育支援のための人員配置
②－
③学習支援ソフトを活用した
授業及び家庭でのオンライ
ン学習が実施することが可
能となった。
また、教職員のＩＣＴ教育の
指導力向上を図るためＩＣＴ
支援員を配置し研修会等を
実施している。

①今後も授業や家庭学習で
効果的に活用されるよう保
守管理及びＩＣＴ支援員の配
置が必要である。
②今後も教育ＩＣＴ環境の保
守管理及びＩＣＴ支援員の確
保に努める。

32 単
情報通信基
盤運営事業
（総務課）

①新しい生活様式下で感染防止を図りながら必要な業務を遂行するた
め、ウェブ会議を実施するにあたり必要な備品の配備を行う。
②ディスプレイ等の機器購入費を交付対象経費とする。
③アクセスポイント　2台×20,350円＝40,700円
・インジェクター　2台×9,460円＝18,920円
・プロジェクター　1台×132,000円＝132,000円
・スクリーン　1台×28,600円＝28,600円
・液晶モニター　1台×94,600円＝94,600円
・iPad　２台×38,280円＝76,560円
・キャリングケース　1個×3,740円＝3,740円
・AVアダプター　2個×6,050円＝12,100円
・バウンダリーマイク　2台×7,920円＝15,840円
・スピーカー　1台×25,850円＝25,850円
・iPadフラップケース　2個×6,270円＝12,540円
・ HDMIケーブル　　2本×2,090円＝4,180円
④村役場

R2.10.13
～

R3.2.8
R2.8補正 465,630 460,000 5,630

購入実績
R2.12.28納品
・アクセスポイント　2台・iPad
２台・バウンダリーマイク　2
台・インジェクター　2台・ス
ピーカー　1台・プロジェク
ター　1台・スクリーン　1台・
液晶モニター　1台
R3.1.28納品
・キャリングケース　1個・イン
ジェクター　2台・AVアダプ
ター　2個・iPadフラップケー
ス　2個 ・HDMIケーブル　2
本

①新型コロナウイルス感染
症対策としてZoomによる
ウェブ会議が実施できる環
境が整備された。
②職員の感染者数
③外部者との接触がなく、打
ち合わせや会議をする手段
として効果的に活用されてい
る。また、会議や打ち合わせ
のために移動する費用の削
減にもつながっている。

②新型コロナウイルス感染
症の先行きがみえないた
め、感染防止対策として継
続し効果的に活用していく。

33 単

新しい生活
様式対応支
援金事業
（総務課）

①村民が新しい生活様式を各家庭で実践するための支援として、村民
全てに支援金を交付する。R2.9.1住民基本台帳登録者を対象とする。
②支援金及び事務経費を交付対象経費とする。
③支援金　１人30,000円×1,217人＝36,510,000円
・コピー用紙　10箱×2,530円＝25,300円
・チューブファイル（８個）16,500円
・返信用封筒購入（800枚）＝6,068円
・角2封筒購入（申請書送付用）500枚＝4,665円
・角2封筒印刷製本費（申請書送付用）2,000枚×38.5円＝77,000円
・長3封筒（決定通知送付用）2,000枚×15.4円＝30,800円
・送料（申請書送付、返信費、決定通知送付）94,182円
・電算委託料（システム構築費等）514,250円
④全村民

R2.8.27
～

R3.1.29
R2.8補正 37,278,765 37,200,000 78,765

・支援金支給額
1人当たり30千円
・申請書発送
R2.9.16 1,220人
・申請受付期間
R2.9.23～R2.12.19
・支給実績
支給者数 1,217人
辞退者数       3人
・支給額合計
36,510千円
・コピー用紙 10箱、透けない
封筒ﾃｰﾌﾟ付長3 800枚・ｵﾘｼﾞ
ﾅﾙｸﾗﾌﾄ封筒ﾃｰﾌﾟ付角2
500枚・ﾁｭｰﾌﾞﾌｧｲﾙ(A4S) 5
個・ﾁｭｰﾌﾞﾌｧｲﾙ(A3S) 3個・申
請書送付用等ﾃｰﾌﾟ付角2封
筒印刷製本 1,000枚・申請書
送付用等角2封筒印刷製本
1,000枚・申請書返信用等長
3封筒 2,000枚・郵券代(申請
書、決定通知書送付）・電算
委託料(システム構築費等）

①新しい生活様式に対応す
るため1,217人に1人30,000
円の支援金を支給した。

②住民の感染者数

③感染予防対策に必要なマ
スクや手指消毒液等の購入
経費に充てることができ、マ
スク着用及び手指消毒の普
及により、村内感染者の抑
制を図ることができた。

①感染症予防対策としてマ
スク着用や手指消毒液は未
だ必要であり、経済的負担
が生じている。

②新型コロナウイルス感染
症の先行きが不透明な状況
であるため、感染拡大状況
等を注視し支援の必要性を
検討する。

34 単

特産品商品
化支援事業
（産業建設
課）

①新しい生活様式を踏まえた地域経済の活性化を図るため、特産品開
発を支援する。
②特産品開発に向けた取り組み（設備導入費等も該当）に対し支給する
支援金を交付対象経費とする。（事業費の4分の3以内の額で、上限を75
万円とする。）
③支援金　5件　2,536,015円
④個人及び事業者

R2.9.3
～

R3.3.31
R2.8補正 2,536,015 2,500,000 36,015

R2. 9. 1　申請受付開始
R3.3.20　申請受付終了

①5件／想定5件

②交付決定件数を記録集計

③本事業を活用し設備導入
を行った全ての方が、令和3
年度から商品化し販売する
ことに成功した。効果の高い
事業であった。

①コロナ禍による売上げ低
下

②コロナ禍長期化による村
内事業者の経営状況によっ
ては、設備更新に伴う支援
の必要性なども検討が必要
となる。

35 単

業務継続支
援事業
（産業建設
課）

①村内の農林漁業者等が営農等を継続するためには、国から示された
新しい生活様式に対応する必要があり、様々な経費が必要となることや
農産物等の需要が減退し農業所得の減少が予想されることから、事業
継続に向けた支援を行う。
②農業者等に対し支給する支援金を交付対象経費とする。
③認定農業者　42人×10万円＝420万円
 ・認定農業者に準ずる者　16人×10万円＝160万円
 ・販売農家（農業所得がある者）　96人×10万円＝960万円
 ・新規就農者   7人×15万円＝105万円
 ・法人及び組合　11組織×10万円＝110万円
④村内の農業者及び農林漁業法人及び組合

R2.9.3
～

R3.3.31
R2.8補正 17,550,000 17,500,000 50,000

R2.9.16　広報誌、ホーム
ページに申請情報公開
R2.10.1　申請受付開始
R3.3.17　広報誌、ホーム
ページで再周知
R3.3.25　申請受付終了

①172件
②交付決定件数を記録集計
③離農する農家もなく、認定
農業者等が新しい生活様式
に対応して営農を継続する
ための支援を実施できた。ま
た、米価の下落による所得
減少に対しても非常に効果
的な事業であった。

①コロナ禍の状況で所得額
の低下が懸念される。継続し
た支援ができればより効果
が高い。
②さらなる米価下落などの
影響も予想される。

36 補

学校保健特
別対策事業
費補助金
（教育委員
会）

（学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業）
①小学校での感染症予防と熱中症対策のため、網戸の設置と体育館用
大型送風機を導入し換気を図るとともに、衛生資材を購入し新しい生活
様式を踏まえた学校運営を行う。
②網戸設置費及び送風機、衛生資材の購入費を交付対象経費とする。
③除菌用アルコール18L　2缶×19,440円=38,880円
 ・大型送風機　4台×47,300円＝189,200円
 ・網戸設置　48枚×16,500円＝792,000円
④昭和小学校

R2.9.25
～

R3.1.22
R2.8補正 1,020,080 500,000 500,000 20,080

網戸設置R2.9.25契約締結、
R2.11.12完了
大型送風機4台R2.12.4納品
除菌用アルコール2缶
R2.10.21納品

①網戸設置及び衛生資材等
配置による感染防止
②－
③学校内の安心、安全の確
保のため、感染防止対策が
強化された。

①今後も学校内の感染予防
対策のため衛生資材等は必
要になる。
②今後も感染症予防対策に
取り組む。

37 補

学校保健特
別対策事業
費補助金
（教育委員
会）

（学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業）
①中学校での感染症予防と熱中症対策のため、網戸の設置を導入し換
気を図るとともに、衛生資材を購入し新しい生活様式を踏まえた学校運
営を行う。
②網戸設置費、衛生資材の購入費を交付対象経費とする。
③除菌用アルコール18L　6缶×9,720円=58,320円
 ・網戸設置　55枚×17,166円＝944,130円
④昭和中学校

R2.9.25
～

R3.2.1
R2.8補正 1,002,450 500,000 500,000 2,450

網戸設置R2.9.25契約締結、
R2.11.12完了
除菌用アルコール6缶
R3.1.21納品

①網戸設置及び衛生資材等
配置による感染防止
②－
③学校内の安心、安全の確
保のため、感染防止対策が
強化された。

①今後も学校内の感染予防
対策のため衛生資材等は必
要になる。
②今後も感染症予防対策に
取り組む。



38 補

学校保健特
別対策事業
費補助金
（教育委員
会）

（感染症対策等の学校教育活動継続支援事業）
①小学校の教育活動継続に際して、密閉・密集・密接を回避し、児童・教
職員等の感染症対策に必要となる物品の購入等及び児童の学びの保
障のため、感染の状況や児童の状況に応じた学校での教育活動や家庭
学習に必要となる物品等を購入し新しい生活様式を踏まえた学校運営
を行う。
②感染症対策用物品等の購入費を交付対象経費とする。
③手指消毒用アルコール　3本×17,600円＝52,800円
 ・キッチンタオル　2箱×3,443円＝6,886円
 ・キッチンタオル  5箱×363円＝1,815円
 ・キッチンタオル詰替え用　7個入＝2,956円
 ・モップ用替えシート　5個×3,520円＝17,600円
 ・加湿器フィルター　7個×3,300円＝23,100円
 ・加湿器銀イオン　14個×495円＝6,930円
 ・ハンドソープ業務用他　28,974円
 ・食堂用テーブルクロス改修　2巻×39,600円＝79,200円
 ・保健室用カーテン改修（6枚）129,800円
 ・CO2マネージャー　15台×13,200円＝198,000円
 ・パルスオキシメーター　1個×10,780円＝10,780円
 ・足踏み式消毒スタンド　9台×28,600円＝257,400円
 ・デジタルカメラ　6台×17,160円＝102,960円
④昭和小学校

R3.2.17
～

R3.3.31
R3.2補正 919,201 200,000 400,000 319,201

ﾓｯﾌﾟ用替えｼｰﾄ5個R3.3.17
納品
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ6台、加湿器ﾌｨﾙ
ﾀｰ7個、加湿器銀ｲｵﾝ14個
R3.3.5納品
食堂用ﾃｰﾌﾞﾙｸﾛｽ改修R3.3.5
完了
Co2ﾏﾈｰｼﾞｬｰ15台R3.3.17納
品
ﾊﾟﾙｽｵｷｼﾒｰﾀｰ1個、足踏み
式消毒ｽﾀﾝﾄﾞ9台R3.3.24納品
保健室ｶｰﾃﾝ改修R3.3.24完
了
ｷｯﾁﾝﾀｵﾙ2箱、ｱｸﾘﾙ板掃除
ｼｰﾄ10袋、手指消毒用ｱﾙｺｰ
ﾙ3本、便座ｸﾘｰﾅｰ2本
R3.3.15納品
ﾊﾝﾄﾞｿｰﾌﾟ3本、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾀｵﾙ2
箱R3.3.17 納品

（補助）
R3.2.3　補助申請
R3.3.1　補助決定
R3.4.2　実績報告
R3.4.16確定通知

①保健衛生用品等配置によ
る感染防止
②－
③学校内の安心、安全の確
保のため、感染防止対策が
強化された。

①今後も学校内の感染予防
対策のため保健衛生用品は
必要になる。
②今後も感染症予防対策に
取り組む。

39 補

学校保健特
別対策事業
費補助金
（教育委員
会）

（感染症対策等の学校教育活動継続支援事業）
①中学校の教育活動継続に際して、密閉・密集・密接を回避し、生徒・教
職員等の感染症対策に必要となる物品の購入等及び生徒の学びの保
障のため、感染の状況や生徒の状況に応じた学校での教育活動や家庭
学習に必要となる物品等を購入し新しい生活様式を踏まえた学校運営
を行う。
②感染症対策用物品等の購入費を交付対象経費とする。
③業務用タオル、アルボナース　132,656円
 ・ホールモップ(60cm)　6本×6,380円＝38,280円
 ・ホールモップ(90cm)　6本×8,250円＝49,500円
 ・プラスチックグローブ　10箱×1,375円＝13,750円
 ・モップ交換他消耗品　117,678円
 ・ジャボネット石鹸液　5本×4,851円＝24,255円
 ・ペーパータオル　6箱×4,851円＝28,743円
 ・アルボナース　100、500ｍｌ他　　61,023円
 ・CO2マネージャー　13台×13,200円＝171,600円
 ・パルスオキシメーター　1個　10,780円
 ・足踏み式消毒スタンド　6台×28,600円＝171,600円
 ・タブレット用電子ペン　20本×1,870円＝37,400円
④昭和中学校

R3.2.17
～

R3.3.31
R3.2補正 857,265 200,000 400,000 257,265

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ用電子ﾍﾟﾝR3.3.15納
品
Co2ﾏﾈｰｼﾞｬｰ13台R3.3.22納
品
ﾊﾟﾙｽｵｷｼﾒｰﾀｰ1個、足踏み
式消毒ｽﾀﾝﾄﾞ6台R3.3.26納品
業務用ﾀｵﾙ等対策消耗品
R3.3.22納品

（補助）
R3.2.3　補助申請
R3.3.1　補助決定
R3.4.2　実績報告
R3.4.16確定通知

①保健衛生用品等配置によ
る感染防止
②－
③学校内の安心、安全の確
保のため、感染防止対策が
強化された。

①今後も学校内の感染予防
対策のため保健衛生用品は
必要になる。
②今後も感染症予防対策に
取り組む。

40 単

マスク全戸
配布事業
（保健福祉
課）

①感染予防のため、不織布マスクを全村民に配布する。
②不織布マスク購入費を交付対象経費とする。
③不織布マスク（50枚入）2,170箱×700円＝1,519,000円
・　〃　子供用（30枚入)100箱×700円＝70,000円
④全村民

R3.2.8
～

R3.3.31
R3.2補正 1,589,000 1,500,000 89,000

R3.2.11 全戸に周知
マスクを1人1箱ずつ職員が
訪問し配布

①1,115名に配布。感染拡大
防止を図った。
②陽性者数
③陽性者の確認後、速やか
に配布を行い、感染拡大を
防止することができた。

① -
②緊急的な対応のため事業
終了

41 単

PCR検査実
施事業
（保健福祉
課）

①村内で新型コロナウイルス感染症の陽性患者が確認されていること
から、無症状ではあるが、不安に思っている方を対象にＰＣＲ検査を実施
し、感染拡大を防止する。
②ＰＣＲ検査費用を交付対象経費とする。
③ＰＣＲ検査費用5,500円×449人＝2,469,500円
 ・PCR検査委託料　20,000円×16件＝320,000円
④介護従事者・医療従事者及び村民等

R3.2.5
～

R3.3.31
R3.2補正 2,789,500 2,780,000 9,500

R3.2.11 全戸に周知
PCR検査 465名実施

①465名実施。全員陰性とな
り、不安解消につながった。
②実施人数
③陽性者の確認後、速やか
に多くの方の無料検査を実
施したことで、不安の解消に
繋げることができた。

①国の動向を把握する。
②事業の継続。

42 単

自宅で医療・
フレイル対
策推進環境
整備事業
（保健福祉
課）

①外出自粛等に伴い在宅の時間が増え、特に高齢者のフレイル予防対
策が急務となっている。そこで、運動機能測定装置による測定を行い、
そこから得られたデータを活用した保健事業の実施により、生活習慣の
改善と健康意識の醸成を図り在宅における健康の維持・増進を目的とす
る。
②運動機能測定装置の購入費を交付対象経費とする。
③運動機能測定装置　1台　467,500円
④保健医療福祉総合センター「すみれ荘」

R3.2.16
～

R3.3.31
R3.2補正 467,500 463,000 4,500

R3..5.17 運動機能測定装置
1台購入

①令和3年度は元気で長生
き教室にて活用。10地区41
名が参加。
②参加者数
③測定結果をもとに保健師
が説明を行い、運動の動機
付けが図られた。

① -
②今後も保健事業等で有効
に活用する。

146,055,714 134,023,000 2,800,000 9,232,714

令和３年度実施分　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業　個別事業の成果及び評価等

臨時交付金
充当額

国・県補助
金

一般財源

1 単

からむし織
の里地域振
興券発行事
業
（産業建設
課）

①新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受けている住民生活及
び地域経済を支援し、地域振興に資することを目的に地域振興券を配
布する。
②昭和村商工会への補助金
③地域振興券　3万円×1,191人＝3,573万円
 ・昭和村商工会への発行事業委託料　198万円
 ・未使用による精算　　-74万円
④昭和村全住民

R3.7.5
～

R4.3.23
R3.6補正 36,970,000 36,970,000 0

R3.8.10～8.31　地域振興券
全戸配布
R3.9.1～R4.2.20　地域振興
券使用期間

①発行枚数及び金額　1,191
人×30,000＝35,730,000円
　換金額34,990,000円
②利用率　97.9％
③需要が高まる年末年始及
び冬期間の燃料購入など
で、高い利用率となった。地
域経済活性化に大きく寄与
した。

①住所はあるが不在の方が
いるため、利用率100％は実
現しなかった。ホームページ
や広報で数回周知を行った
が課題が残った。
②現在の状況が更に長期化
する場合には、再度事業の
検討を実施。

2 単

昭和村特産
品通信販売
事業
（産業建設
課）

①新しい生活様式を踏まえた地域経済の活性化を図るため、昭和村特
産品通信販売事業を道の駅からむし織の里しょうわに委託し、特産品を
仕入れ価格で通信販売する。
②委託料を交付対象経費とする。
③委託料内訳
 ・販売手数料負担分（商品送料代引き含む）
  　597件×2,509円＝1,497,873円
 ・人件費　6,500円×117日＝760,500円
 ・梱包資材消耗品　　38,760円
 ・事務手数料15％　344,570円
④道の駅からむし織の里しょうわ

R3.6.30
～

R4.3.31
R3.6補正 2,641,703 2,640,000 1,703

R3.6.30 契約締結
R3.7.1 事業開始
R4.3.31 事業終了

①通信販売件数　597件
売上げ約290万円
②毎月件数を集計・売上げ
を集計
③コロナ禍で来村できないお
客様に販売でき売上げも事
業費以上にあったため非常
に効果があった。

①売上げの増加
②売上げが高く非常に効果
の高い事業であった。状況
次第では事業の継続を検討
する必要がある。

3 単

地域の感染
状況等を踏
まえたきめ
細かい医療
提供体制等
構築事業
（保健福祉
課）

①発熱外来において患者との接触を減らすため、国保診療所の診察室
と発熱外来の室内にテレビドアホンを設置し診察を行う。
②テレビドアホン購入費を交付対象経費とする。
③iPad 64GB　1台　45,100円　　・iPad Pro　1台　84,700円
 ・キ－ボード　1個　13,200円     ・USBハブ　1個　 3,520円
 ・スイッチングハブ　1台　49,720円
 ・Wi-Fiアクセスポイント　1台　32,120円
・iPad卓上スタンド　1台　30,800円
④国保診療所

R4.3.1
～

R4.3.31
R3.6補正 259,160 250,000 9,160

R4.3 iPad、リモート診察機器
一式購入

①リモート診察機器を設置
し、患者と接触せずに診察を
行っている。
② -
③医師や看護師の感染リス
ク軽減を図ることができた。

①オンラインに慣れていない
方等への対応。
②リスク軽減のため活用を
継続する。

4 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（保健福祉
課）

①すみれ荘トイレ内の洋式化及び非接触化のため、便座の改修、自動
照明、ハンドソープディスペンサーを設置する。
②トイレ修繕料、照明修繕料、消耗品購入費を交付対象経費とする。
③洋式化（ウォシュレット）取付工事　311,190円×3か所＝933,570円
 ・ウォシュレット取付工事　116,490円×7か所＝815,430円
 ・自動照明取付工事（親機8箇所、子機4箇所）　209,000円
 ・ハンドソープオートディスペンサー、電池、ソープ詰替え　12か所分
 　43,538円
④すみれ荘

R3.7.19
～

R4.3.31
R3.6補正 2,001,538 2,000,000 1,538

R3.7.19 自動照明取付工事
契約
R3.8.2 自動照明取付工事完
了
R3.9 ハンドソープディスペン
サー設置
R3.10.4 洋式化トイレ改修契
約
R3.10.4 ウォシュレット取付工
事契約
R4.1.31 ウォシュレット取付工
事完了
R4.3.29 洋式化トイレ改修完
了

①すみれ荘トイレの衛生環
境を整え、感染症対策を強
化した。
② -
③デイサービス等施設を利
用する高齢者等の安全安心
を確保し、感染拡大防止策
に取り組むことができた。

①②常時衛生管理に努め
る。

No. 補/単
事業名

（担当課）

事業の概要（実績ベース）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業期間 予算措置
令和３年度
事業費(円）

財源内訳

実施状況又は実施経過

成果及び評価
①成果・効果
②成果・効果の測定方法
③評価

課題及び方向性
①課題等
②今後の方向性等

合計



5 単

公共的空間
安全・安心
確保事業
（保健福祉
課）

①国保診療所の感染症対策として、サーモグラフィー及びウイルスを不
活化させるオゾン脱臭機を設置する。
②サーモグラフィー及びオゾン脱臭機エアバスター購入費を交付対象経
費とする。
③発熱測定サーモグラフィカメラシステム　1台　880,000円
 ・オゾン脱臭機エアバスター　1台　198,000円
④国保診療所

R3.9.3
～

R4.2.28
R3.6補正 1,078,000 1,070,000 8,000

R3.9.10 オゾン脱臭機エアバ
スター納品
R3.12.21 サーモグラフィーカ
メラ契約
R3.12.28 サーモグラフィーカ
メラ納品

①サーモグラフィーを設置
し、入室時にマスク着用及び
検温を実施。また、オゾン脱
臭機で待合室内の感染拡大
防止に努めている。
② -
③サーモグラフィーについて
は患者が待合室に入る際に
カメラで確認できることで発
熱者をすぐに把握できる環
境を整えた。

①サーモグラフィーの測定位
置が室内である。
②利用を継続し、診療所内
の感染拡大防止策を徹底す
る。

6 単

昭和村事業
継続支援金
（産業建設
課）

①新型コロナウイルス感染拡大で大きな影響を受けている村内事業者
の事業維持・継続を支援する。
②１事業者あたり一律に5万円を交付する支援金
③5万円×45事業者＝225万円
④令和3年7月末時点で営業を継続しており、今後も引き続き事業を営む
ことが確実と認められる事業者

R3.10.1
～

R4.2.28
R3.9補正 2,250,000 2,250,000 0

R3.10.6　広報誌、ホーム
ページに申請情報公開
R3.10.7　申請受付開始
R4.1.19　広報誌、ホーム
ページにて再周知
R4.2.28　申請受付終了

①交付件数　45件
②交付決定件数を記録集計
③該当事業所の約8割の事
業所に交付し、事業再開・維
持継続の支援を実施でき
た。地域経済の回復に向け
た活動へと繋げる事ができ
た。

②コロナ禍の長期化により、
今後も事業継続に対する支
援が必要となる見込みであ
る。

7 単

昭和村米価
下落等影響
緩和緊急対
策支援
（産業建設
課）

①新型コロナウイルスの影響が長期化していることに伴い大幅な米価下
落となった。農業者の意欲減退や規模縮小、離農などが危惧されること
から、次期作に向け水稲農家の経営継続を促すため支援を行う。
②支援金
③ 総事業費は、出荷米19,622袋×支援金500円＝9,811,000円
　　　　　　　 端数分30.5㎏×16円＝488円　合計9,811,488円
・うち、令和3年度中の出荷見込み分の支援金を交付金対象経費とす
る。
　　17,300袋×支援金500円＝8,650,000円
・令和4年度の出荷見込み分の支援金を補助対象外経費とする。
　　　2,322袋×支援金500円＝1,161,000円
　　　端数分30.5㎏×16円＝488円
④村内に住所を有する個人及び法人で、令和3年産米の出荷者

R4.2.1
～

R4.3.28
R4.1補正 9,811,488 8,650,000 1,161,488

R4. 2. 2　広報誌、ホーム
ページに申請情報公開
R4. 2. 3　申請受付開始
R4.3.25　申請受付終了

①交付件数　77件
②交付決定件数を記録集計
③米価下落に伴う影響を緩
和したことにより、離農する
農家もなく営農継続のため
の支援ができた。

①出荷数量での算定のた
め、事務が煩雑化した。自家
保有米に対する支援の要望
などもあった。
②令和4年度も米価の低迷
が予測されるため、支援策
の検討が必要である。

8 単

昭和村そば
農家緊急対
策支援
（産業建設
課）

①新型コロナウイルスの影響が長期化しそばの価格が下落している。農
業者の意欲減退や規模縮小、離農などが危惧されることから、次期作に
向け農業者の生産意欲の維持及び経営安定等を支援する。
②支援金
③そば栽培総面積合計：58,300a
   10aあたり5,000円(412.4a×5,000円＝2,062,000円）
④村内に住所を有する個人・法人・生産組合で、令和3年産そばを販売
した者

R4.2.1
～

R4.3.30
R4.1補正 2,062,000 2,060,000 2,000

R4. 2. 2　広報誌、ホーム
ページに申請情報公開
R4. 2. 3　申請受付開始
R4.3.31　申請受付終了

①交付件数　22件
②交付決定件数を記録集計
③想定するそば栽培農家9
割に交付できた。そば価格
の下落の影響を緩和するこ
とで、次期作に向けた支援
ができた。

②コロナ禍の長期化により、
今後も支援が必要となる可
能性がある。

57,073,889 55,890,000 0 1,183,889合計


